
＜毒素に直接
　結合する＞

＜病原体に直接結合する＞

＜バイオフィルムの
　形成を防ぐ＞

＜有用な細菌を
　上皮に固定する＞

（原図の出典：Cell Host & Microbe, Volume 29, 
 　Issue 3, 10 March 2021, Pages 334-346）

＜細菌の特定分子に
　結合して遺伝子発現
　を調節する＞

＜細菌を凝集させる＞

腸管内に分泌される免疫グロブリンA（IgA）は、微生物の種類によって異なった働き方をする。
　仲間であると判断できる微生物に対しては、粘液層への侵入や粘膜上皮への固定などを誘導する。
　異物（病原菌や通過菌）であると判断できる微生物に対しては、粘液層への侵入や、定着・増殖を阻止する。
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